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巻頭言

この度、2026年3月15日（日）、鈴鹿医療科学大学千代
崎キャンパスにおいて第36回三重県作業療法学会を開催さ
せていただきます。日々の臨床・教育・研究・地域活動にご
尽力くださっている皆さまに、あらためて敬意を表します。

今回の学会テーマは「ナラティブと EBP の融合〜物語を
ともに創る作業療法〜」です。科学的根拠に基づく支援（EBP）
が広がる一方で、対象者の人生や背景、価値観が織りなす物
語に耳を傾けるナラティブの視点も、改めてその重要性が認識
されています。数値として見える情報と、語りからにじむ思い
や揺らぎを往復しながら、私たちは日々の実践を組み立てて
います。

そのうえで本学会では、「どのような雰囲気で語り合うか」
を大切にしたいと考えています。経験年数や専門領域などの
違いに捉われず、それぞれの現場での工夫や悩みを持ち寄
り、率直に意見交換ができる場にしたいと思います。日々の
実践の中で生まれる素朴な疑問や違和感、「なぜこの関わり
方を選ぶのか」「他のやり方はないのか」といった問いは、
私たちがこれまで前提としてきた考え方を見直し、実践を磨き

続けるうえで大切な手がかりになります。多様な立場からの問いや意見が交わされることで、ナラティブとEBP
の両面から作業療法の価値を捉え直す機会になるものと期待しています。

特別講演には、神経リハの先駆者でナラティブと身体性の統合を探究されている畿央大学の森岡周先生を
お招きします。教育講演では、目標設定を軸に語りと根拠をつなぐ実践に取り組まれている東京工科大学の
大野勘太先生と、認知症に焦点を当て対象者の生活と活動への関わりを科学的に捉えてこられた大阪公立大
学の田中寛之先生にご講演いただきます。ナラティブとEBPを、具体的な臨床・教育・研究の姿として示して
いただける貴重な機会になるものと存じます。

また一般演題には、30を超える演題の申し込みをいただきました。ご多忙の中ご準備くださった演者・共同
演者の皆さまに、心より御礼申し上げます。これらの一般演題はすべてポスター形式とし、発表者と参加者がゆっ
くり対話できる時間を確保する予定です。同じ三重の地で医療・介護・福祉・教育・行政に携わる作業療法
士が、領域や施設の垣根を越えてつながり合い、お互いの実践と物語とエビデンスを持ち寄ることで、新たな一
歩をともに見いだす場になれば幸いです。学会当日が、皆さまに
とって新しいつながりや協働のきっかけとなることを実行委員一
同願っております。多くの皆さまのご参加を、心よりお待ち申し上
げます。

Topics
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第 36回三重県作業療法学会のご案内
第36回三重県作業療法学会 学会長　鈴鹿中央総合病院

杉野達也

ホームページ 事前参加登録第 36 回三重県作業療法学会ホームページ
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皆さんこんにちは。訪問看護ス
テーションかふうの稲垣春南さんよ
りご紹介いただきました、市立伊勢
総合病院の伊藤留菜です。
Q.業務内容・仕事内容について

私は入職してから急性期・外来
部門を担当しており、主に運動器・脳血管・呼吸器・廃用症
候群の方を対象にリハビリを行っています。当院には手外科
専門医が在籍しており、特に運動器疾患の患者さんが多く占
めています。そのため、必要に応じて術前から作業療法を実
施し、主治医の指示のもと術後翌日からの介入や、患者さん
一人ひとりに合わせた装具作製も行っています。
Q.仕事のやりがいや面白いと思うこと

運動器疾患の患者さんは、入院でリハビリが始まってから
自宅退院後も外来リハビリで引き続き介入することが多いた
め、長期間担当し、関わらせていただきます。退院後の生活
で「できるか」不安に思っていた動作ができたこと、外来リハ
ビリで家事動作や趣味活動の再開、仕事復帰ができたこと
の報告を聞いたときや、患者さんの笑顔が増えたときはとても
嬉しく思い、やりがいを感じます。
Q.プライベートな趣味・特技・マイブームなど

趣味は好きなアーティスト
のライブへ行くことです。学
生時代からライブへ行くこと
が楽しみでしたが、コロナや
子どもが生まれてからは行く
機会が減ってしまいました。
ここ最近少しずつライブへ行
く機会が増えて、ライブでし
か味わえない会場の雰囲気
や熱量、アーティストとライブ
に来ているファンでしか作れないあの時間が最高で、「また
絶対にライブへ行きたい」「明日からも仕事や家庭のことを頑
張ろう」と思える、私にとって大切な時間です！子どもが大きく
なったら一緒にライブやフェスへ行くことも、私の密かな夢です。
Q. 次へリンクする方とのエピソードなど

次回は専門学校の同級生であり、済生会明和病院に勤務
されている中野敦司さんを紹介させていただきます。よろしく
お願いします。

知人de LINK

皆さんこんにちは。今回、ある
ふぁ訪問看護ステーションの中澤
理世さんからご紹介いただきまし
た、榊原温泉病院の蒔田正俊です。
Q. 現在の所属と分野について

現在私は急性期病棟と療養病
棟をかけ持つ形で、廃用症候群、脳血管疾患、運動器疾患
等、主には高齢期から超高齢期の方の治療に従事しています。
Q.仕事のやりがいや面白いと思うこと

この仕事に面白さを感じるのは、対象者が徐 に々変わって
いくことを間近にみられることです。活気や活動性が低くなっ
てしまった方々が、不安まじりでも徐 に々やりたいことを話して
いただくようになっていく。そしてセルフケアだけでなく「もう
一度なんとか畑がしたいんや。」「皿ぐらいはあらえるようにな
らんとな。」とIADL にも目が向いてくる様子を見ていると、生
活がもう一度動き出していくことを実感できます。そして、そ
の方が疾患や障害を乗り越え、あるいは受け入れながらも前
に進んでいく手助けができたとき、大きなやりがいを感じます。
Q.プライベートな趣味・特技・マイブームなど

旅行が趣味です。長距離のドライブや泊まりがけの旅行に
も車で赴くことが多いです。昨年に訪れた鎌倉に心惹かれ、
今年も滞在しました。魅力的な地域を訪れ日常から離れた
特別な時間を過ごすことは、普段の自分を見つめなおす良い
機会にもなります。美男子の誉れも高い鎌倉大仏の穏やか
な偉容にはぜひともあやかりたいですが、道のりは遠いです。
Q. 次へリンクする方とのエピソード

次回は、みなと在宅介護サービスセンターの森田浩二さ
んです。養成校時代、
同じ社会人経験者で同
級生ではありましたが、
その時点で医療系の職
業を含む実に多くの人
生経験をお持ちであり、
私を含め多くの同級生
が様 な々ことで助けても
らってきた、皆の頼れる
兄貴分です。また、美味
しいもの食べにつれて
いってください！

市立伊勢総合病院
伊藤留菜

榊原温泉病院
蒔田正俊

Occupational Therapist MIE
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１．施設紹介
松阪市子ども発達総合支援センター「そだちの丘」（以下、

そだちの丘）は、0歳から18歳までの心身の発達に遅れや心
配のある子どもを対象に、日常生活における基本的な動作の
支援、療育、訓練、集団生活への適応支援などを、子どもの発
達段階およびそのおかれている環境に応じて行うとともに、
保健、福祉、教育の各分野及び医療やその他関係機関との
連携のもと、子どもとその家族が抱える悩みや困り事に寄り
添った発達相談を行っています。

また、松阪市で唯一の発達支援事業拠点として、発達支
援に携わる人材の育成と、保育園・幼稚園・小中学校等へ
の専門職員による訪問支援巡回相談を行い、子どもが地域
で途切れない支援を受け、安心した暮らしを実現するため
の支援を目指しています。

そだちの丘には、「療育支援係」と「育ちサポート係」の
2 つの係があります。私の在籍している「療育支援係」に
は、児童発達支援管理責任者2名、児童指導員1名、保育
士14名、OT2名、PT2名、ST3名、看護師1名、公認心
理師1名が在籍していて、児童発達支援事業・放課後等デ
イサービス事業・保育所等訪問支援事業・相談支援事業
を提供しています。

２．仕事紹介
OT は、児童発達支援事業・放課後デイサービス事業に

おいて、主に個別療育を行っています。日常生活やあそび、
運動発達、対人面等に心配のあるお子さんが、家庭や園で
生活しやすくなるように、現在の発達段階や特性を具体的
に把握し、一人ひとりのお子さんに応じたあそびや身のまわ
りの動作指導、環境調整などの支援方法を提案しています。

集団療育は、保育士が主となり運営していますが、OT、
PT、STもメンバーの一員として入り、多職種で連携しなが
ら活動内容を考え、支援にあたっています。また、保護者支
援として家族相談やペアレント・トレーニングも行っています。

保育所等訪問支援事業においては、子どもが生活してい
る園に訪問し、子どもに直接支援を行ったり、職員の方に支
援方法を伝えたり、環境を調整するなどの間接支援を行っ
ています。

施 設
紹 介

髙山智子

療育室

３．今後の展望
そだちの丘は、令和8年10月に開設10年を迎えます。今

後も、心身の発達に遅れや心配のある子どもやその保護者
の方に質の高い専門的な支援を受けてもらえるように、日々
自己研鑽していきたいと思います。そして、松阪市内唯一の
発達支援事業拠点として、地域における障害児支援の中核
的な役割を担っていけるように努めていきたいと思います。

プレイルーム

Occupational Therapist MIE

玄関

松阪市子ども発達総合支援センター そだちの丘
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令和7年11月29日、アスト津4階アストホールにおいて、
一般社団法人三重県作業療法士会創立40周年記念式典
を開催いたしました。多くのご来賓の皆様、そして県内から
多数の会員の方 に々ご参加いただき、盛会のうちに節目の式
典を終えることができましたこと、心より感謝申し上げます。

本会は昭和60年に10名の会員からスタートし、作業療法
の実践と発展を目指し、医療・福祉・保健・教育など幅広
い領域で活動を続けてまいりました。40年という歳月の中
で、多くの先輩方が礎を築き、私たちが今日こうして活動でき
ているのは、そのたゆまぬ努力と熱意の賜物であります。こ
の節目の年を迎え、改めて感謝と敬意の気持ちを新たにいた

一般社団法人三重県作業療法士会 創立40周年記念式典　総括・御礼
三重創立40周年記念事業 実行委員長　藤田医科大学七栗記念病院　宮坂 裕之

しました。
式典当日は、日本作業療法士協会の山本伸一会長をお迎

えし、「作業療法士の未来〜求められる組織の役割と専門
性の追求〜」と題したご講演をいただきました。また、本会
の活動を長年支えていただいた会員への表彰に加え、作業
療法士の養成および事務局としてご尽力いただいたユマニ
テク医療福祉大学校に特別表彰を贈り、感謝をお伝えいた
しました。会員の皆様からも、「歴史を感じるとともに、先人
の思いを次の世代へつなぐことができた会だった」との声を
いただきました。

準備にあたっては、限られた期間の中で委員一同が協力
し、会員の皆様のご支援を得ながら形にしてまいりました。
多くの方々のご理解とご協力により、このような記念すべき
式典を成功裏に終えることができましたことを、改めて心より
御礼申し上げます。

最後に、本会がこれからの10年、20年、そして 50周年へ
と歩みを進めていくうえで、作業療法士一人ひとりが地域の
なかで輝き、専門職としての使命を果たしていけるよう、引き
続きご支援とご協力をお願い申し上げます。

［三重県作業療法士会 創立40周年］

佐藤会長挨拶

Occupational Therapist MIE

交流の様子

記念写真

県士会表彰
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［新設委員会の紹介］

Occupational Therapist MIE

パラスポーツ指導員とは何ですか
パラスポーツ指導員とは、公益財団法人日本パラスポーツ

協会および加盟団体等が、「公認パラスポーツ指導者制度」
に基づいて資格認定する指導者です。日本国内のパラスポー
ツの普及と発展を目指し、パラスポーツの環境整備に必要な
専門的知識・技術を有する人材の育成と、資質向上を目的と
しています。

また、パラスポーツとは、障害のある人のために競技ルー
ルや用具などが工夫されたスポーツです。
どんなパラスポーツに関わっていますか

私が主に関わっているスポーツはボッチャです。ボッチャと
は、白いボール（ジャックボール）にどれだけ自分のボールを
近づけられるかを競うスポーツです。競技として取り組む場
合は、ボールを規定内の重さに調整したり、材質を変えたり
することもできます。選手と相談しながら調整を行い、その
試行を繰り返して技術を磨いていきます。大会では、コーチ
だけでなく審判も担当します。

また、広報イベントにも関わっており、通常のボッチャだけで
なく、床に点数が記されたエリアに投げる「ターゲットボッチャ」
や、四方向から投げて競う「スクエアボッチャ」などにも取り組
んでいます。
どんな障害の人がパラスポーツに参加されていますか

さまざまな方が参加されています。競技会かイベントかな
ど、目的によって参加者の傾向が変わることが多いですね。
競技会では肢体不自由の方が多く、イベントでは知的障害
や脳性麻痺の方が多い傾向があります。

一方で、障害の有無にかかわらず参加するインクルーシブ
なイベントでは、本当に幅広い方が参加されます。
これからパラスポーツに関わるにはどうすればいいですか

全国には、障害者スポーツ協会などの組織があります。三
重県では「三重県障がい者スポーツ協会」があり、公式サイト
で講習会やさまざまなパラスポーツ教室が案内されています。
興味のあるものに申し込み、参加してみるのがよいと思います。

また、ボランティア活動に参加することも一つの方法です。
会場にはパラスポーツ指導員が参加していたり、スタッフとし
て配属されていたりしますので、声をかけることで活動内容を
聞いたり、つながりをつくったりすることができます。
支援するにあたって大事にしている視点はありますか？

私は、イベントやパラスポーツに関わるとき、「楽しむこと」
を大切にしています。最初は専門的な方法や知識が十分で
はなかったので、自分にできることを考えたときに行き着いた
のが「楽しさ」でした。楽しさは伝わるもので、自分が楽しく

関われば、参加者も楽しく過ごせます。
もちろん、病気や症状に合わせた支援も大切です。「どうす

ればできるか」「何があればできるのか」を常に考えています。
その手段の一つとして「楽しさ」を加えることで、パフォーマン
スが上がることもあります。これまでできなかったこと、気づけ
なかったことを本人や家族と共有できるだけでなく、新たな可
能性や治療につながることもあります。

パラスポーツについて
南勢病院　浅沼 慎也

三重県のパラスポーツを牽引する OT

障がい者スポーツ協会 HP
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[ 各部局、委員、ブロックの活動報告1 啓発部より ]
介護老人保健施設　いこいの森　栗山　翼

令和7年度一般公開講座を、令和7年9月13日（土）に鈴
鹿市にあるハヤシユナイテッド文化ホール鈴鹿にて開催いた
しました。今回は、講師に鈴鹿市長寿社会課地域包括ケア
システム推進室の相良大輝さんと、長太の寄合所「くじら」の
佐野佑樹さんをお招きし、『認知症フレンドリー社会を目指し
た取り組み～地域でできる支援と共生のために～』をテーマ
に、現地でのご講演およびオンライン配信を行いました。認
知症のある方も含め、誰もが安心して地域で暮らせる社会を
つくるために、鈴鹿市のオレンジチーム、小さな本、スローショッ
ピングなど、認知症フレンドリー社会の実現に向けた具体的
な取り組みを、実際の事例を交えてお話しいただきました。
認知症のご本人やご家族、認知症や地域活動に関心のある
方 に々ご参加いただきました。

令和7年度一般公開講座について

ご参加いただいた方々のアンケート結果から、「介護施設
や障害者施設に作業療法士の方がおられると、利用者さん
も安心して生きがいを持って通っていただけるのではないか
と思いました。（亀山市、40代男性）」、「作業療法士さんは認
知症の方の生活環境を整えたり、その方の特徴を見極めて
支援することができる素晴らしい専門職だと感じました。（鈴
鹿市、40代女性）」、「鈴鹿市の取り組みはすごく良いと思い
ました。それに OT が深く関わっていることを知り、とても元
気をもらえました。（金沢市、40代男性）」など、鈴鹿市や作業
療法士に関するありがたいご感想をいただきました。啓発部
では、より多くの県民や多職種の方々に作業療法士の魅力
を啓発できるよう、邁進してまいります。

地域ケア会議見学会のご案内

[ 各部局、委員、ブロックの活動報告２ 地域リハ部より ]

地域ケア会議は、地域で暮らす高齢者や支援が必要な方
を支えるために、医療・介護・福祉など多職種が集まり、課題
や支援の方向性を検討する場です。

地域包括ケアシステムの構築に向け、市町村を中心に全国
で開催されており、作業療法士をはじめとした専門職の参画
がますます求められています。
「地域ケア会議に興味はあるけれど、実際にどんなことをし

ているのかわからない」
「他市町の会議の雰囲気を見てみたい」
そんな声に応えるため、実際に作業療法士が参画している

地域ケア会議への見学・参加の機会を設けています。

地域リハ部　部長　　　　　　
三重北医療センター菰野厚生病院　伊藤正敏

Occupational Therapist MIE
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多職種連携の実際を肌で感じ、地域支援のあり方を学べ
る貴重な機会です。

地域ケア会議の経験がない方には、事前に「地域ケア会
議とは何か」「作業療法士に求められている役割」などを簡
単にご説明し、安心して楽しく見学していただけるようフォロー
いたします。

今回、早速参加者がいましたので、感想をいただきました。
病院ではお話しする機会の少ない職種の方のご意見を聞

くことができ、職種の垣根を超えて検討される場面が印象的
でした。

終始アットホームな雰囲気で、対象者に関わるケアマネ
ジャーさんが「明日から取り入れてみたい」と言われる助言が
たくさんなされていました。互いの専門性を理解しているか
らこそ、深掘りする場面では＋αの知識を共有し、今回挙げら
れたケース以外でも参考になる意見が多く、大変勉強になり
ました。

また機会があれば、いろいろと見学に行きたいです。
来年度も引き続き見学会を企画しようと考えています。ぜ

ひこの機会に、皆様のご参加をお待ちしています。

[ 各部局、委員、ブロックの活動報告3 広報部より ]

三重県作業療法士会広報部のハギノです！
広報部ではこれまで、会員の皆さまがより便利に県士会を

利用できるよう、さまざまな取り組みを進めてきました。入退
会などの各種申請のオンライン化、研修会カレンダーの公開、
情報発信の整理など、業務の効率化と利便性向上を両輪で
進めてきたところです。

今回新たに導入した「公式 LINE のリッチメニュー」は、そ
の取り組みをさらに前へ進めるツールです。リッチメニューとは、
LINE のトーク画面下部に常に表示される大きなボタンのこ
とで、県士会や日本作業療法士協会が発信する情報へワン
タップでアクセスできます。ホームページ、研修会カレンダー、
各種手続き、お問い合わせなど、必要な情報に迷わずたどり
着ける“案内板”のような役割を担います。

実際に利用した会員からは、「研修会の日程を探す時間
が短くなった」「手続きのページをすぐに開けるので便利」と
いった声も届いています。特にスマートフォン利用が中心の方
にとって、リッチメニューは情報への最短ルートとなり、日常的
に県士会を“使いやすくする”効果があります。

広報部では、今後も会員の皆さまにとって役立つ情報提供
と、業務効率化に関わる課題解決を進めていきます。リッチ
メニューはあくまで第一歩です。今後は、研修会通知の最適
化や会員向けコンテン
ツのさらなる充実を図る
予定です。

三重県士会公式 LINE に「リッチメニュー」が登場しました！
鈴鹿回生病院　萩野　創

Occupational Therapist MIE

LINE 公式アカウント
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岡波総合病院　北山尚汰

令和7年12月4日（木）、オンライン講座にて、上野自動車
学校の谷口嘉男先生による「教習所インストラクターからみた
障がい者の自動車運転の特性について」の研修会に参加し
ました。本講義では、教習所の役割や運転再開支援の実際
について幅広くご教示いただき、運転評価に携わる作業療
法士にとって、教習所という「生活の現場に最も近い専門職」
との連携が重要であることを再確認しました。

当院では、ドライビングシミュレーターによる運転評価に加

運転と作業療法委員会研修会について

北勢ブロックでは、令和7年11月23日（日）に、長太の寄
合所「くじら」の佐野佑樹さんを講師にお迎えし、研修会を
開催しました。テーマは「認知症のある人への作業療法〜コ
ミュニケーションの工夫と活動参加〜」でした。

研修では、対象者にとって大切な活動をどのように見つけ
るか、関わり方を工夫する際のポイントなどについてお話しい
ただきました。「越中富山の薬売り」「ミゼット」「おじゃみ」「竹
馬」など、高齢の方々に馴染みのある話題も紹介され、こう
した話題を用いた関わりや、実践的な内容も多く学ぶことが
できました。参加者にとって、明日から使える技術が得られる
時間となりました。

また、関わり方や環境の調整によって、その人らしい活動
の継続が可能となった実際の介入についても共有いただ
き、大変学びが多く、あっという間に時間が過ぎた研修会で
した。

今回は対面での開催だったため、グループに分かれて意
見交換をしたり、日頃の困りごとへの対応方法を検討したり
する時間も持つことができました。四日市での開催ではあり
ましたが、南勢・中勢・北勢の各地域から参加者が集まり、
顔の見える和やかな研修会となりました。

北勢ブロックでは、来年も対面での研修会を開催したいと
考えております。開催の際は、ぜひご参加ください。

北勢ブロック研修会について

[ 各部局、委員、ブロックの活動報告4 運転と作業療法委員会より ]

[ 各部局、委員、ブロックの活動報告5 ブロックより]

北勢ブロック長　桑名市総合医療センター　磯谷茜音

え、高次脳機能評価や日常生活における行動特性を踏まえ
て、総合的に運転可否を判断しています。一方で、実車運転
による評価は未実施であり、今後、教習所とどのように連携し
評価体制を構築していくかが課題です。

本講義を契機に、岡波総合病院と上野自動車学校との連
携を一層深め、より多くの患者様の運転再開支援に尽力し
ていきたいと考えています。

Occupational Therapist MIE

研修会の様子



指先運動とパズルで脳トレ！科学誌ニュートンにコラムを
掲載していた Asobidia の本格パズルが定期的に届き
ます。
レンタルなので、パズルに飽きたころに新しいパズルが
届きます！

NihonMokki のパズルレンタルのご案内

日本モッキ
https://www.nihonmokki.jp/puzzle_rental/
0596-65-6039
e-mail wood@nihonmokki.jp

お問い合わせは　こちらの QR コードから
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[ 各部局、委員、ブロックの活動報告６ ブロックより]

令和7年11月29日、中勢ブロックの懇親会を開催いたしま
した。11施設17名の先生方にご参加いただくことができま
した。本懇親会の目的はさまざまですが、私としては「会員
同士のつながりを持ち、職場以外でも困ったことがあれば頼
れる・頼られる関係づくりができれば」という思いが一番にあ
ります。

私は作業療法士として働かせていただいて 17年目になり
ます。これまで多くの作業療法士の皆さまに助けていただき
ながら、臨床や県士会活動を続けてきました。人とのつなが
りがモチベーションとなり、さまざまなことに挑戦しようと前向
きになることができました。もちろん、皆さんが同じ思いを持っ
ているわけではないと思います。しかし、職場で一人悩んで
いる先生や、職場では相談しにくい内容でも、県士会の集ま
りであれば話せることもあります。そのような場をつくり、提
供することもブロック長として必要ではないかと考えています。

今回の懇親会では、「楽しかった」「参加して良かった」と
いった趣旨のお言葉を多くいただくことができました。一方
で、名札づくりなど交流を円滑にするための工夫が不足して
いたことや、時間が短かったことなど、改善に向けたご意見も
いただいています。

今後も県士会員の声を伺いながら、交流の機会を企画し
ていきたいと思います。

中勢ブロック懇親会を開催して

中勢ブロック長 介護老人保健施設つつじの里 小宮悠一郎

 [ 賛助会員のご紹介 ]

Occupational Therapist MIE

懇親会で横の繋がりを持てた
と感じたか

経験年数

いずれも17件の回答

他施設のOTとの交流は必
要と感じるか

懇親会は楽しかったか

懇親会の様子

5.9％

5.9％



視覚認知領域を定量的にマッピング化かつ
ADL場面を含めた評価・訓練が可能になりました

株式会社システムネットワーク

撮影協力：亀田リハビリテーション病院様

〒476-8588 愛知県東海市富貴ノ台 2-172 　 TEL.0120-601-009 　FAX.052-601-6010 
URL https://www.seijoh-u.ac.jp/graduate/　 e-mail:nyushi@seijoh-u.ac.jp

星城大学大学院
健康支援学領域 

健康支援学研究科

障害・リハビリテーションや健康支援・障害予防のための環境と方法を科学する 
障害発生後のハビリテーション健康支援と中高年者の心身の健康保持増進に向けた生活健康
支援に関する知識と技術を普及できる臨床家と研究教育者を養成 

2026 年度
【お問い合わせ】 星城大学大学院入学試験係 
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[ 勉強会 / 研修会のお知らせの掲載について ]
勉強会、研修会の詳しい内容は、三重県作業療法士会ホームページをご覧ください。
http://mieot.com/info-cat/study/

求人情報の詳しい内容は、作業療法士会ホームページをご覧ください。http://mieot.com/info-cat/job/

 [ 求人情報のご紹介 ]

今年度、三重県作業療法士会は創立40周年を迎え、令和7年11月末に創立40周年記念式典を開催い
たしました。日本作業療法士協会会長の山本伸一先生をはじめ、ご来賓の皆様より温かい祝辞を賜るとと
もに、作業療法士の未来についてご講演をいただきました。

本式典は、これまでの三重県士会の歩みを振り返りながら、今後の県士会の役割について考える貴重な
機会となり、大変実りある時間となりました。

引き続き、県士会のさらなる発展のためには、会員の皆様のお力添えが不可欠です。今後とも何卒よろしく
お願い申し上げます。　　　　　編集 : 渡邉 誠  部局員 : 佐古健一郎、萩野 創、岡田拓郎、北畠正人

発行所
〒514-1296
三重県津市大鳥町424-1
藤田医科大学七栗記念病院内
一般社団法人三重県作業療法士会　広報部
発行責任者：佐藤明俊

[ 編集後記 ]

事務局
〒512-1111　三重県四日市市山田町5538-1
小山田記念温泉病院　リハビリテーションセンター内
一般社団法人三重県作業療法士会　事務局
TEL : 059-328-1260
FAX : 059-337-9511
e-mail : mieotjim@yahoo.co.jp

Occupational Therapist MIE


